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～自分の薬名 いざという時言えますか～

救急医療情報キット(安心カード)作成の勧め
内科　飯塚 邦彦

1 

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯

2 

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

3 

障
害
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯

4 

民
生
児
童
委
員
が
必
要
と
認
め
た
世
帯

5 
そ
の
他
、市
内
在
住
の
希
望
す
る
者

売
っ
て
い
る
マ
グ
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
）
し
て
お
け
ば
、

有
事
に
救
急
隊
員
が
医
療
情
報
等
の
入
手
に
費
や
す

時
間
と
搬
送
時
間
を
短
縮
で
き
、
あ
な
た
の
救
命
率
向

上
が
期
待
で
き
る
の
で
す
。（
武
井 

泉
： 

日
老
医
誌 

2
0
1
1 

年 

48 
巻 

4 

号 p. 332-335

）　

知
ら
な
い
の

は
私
だ
け
か
と
思
い
救
急
室
の
同
僚
に
尋
ね
ま
し
た

が
、
少
な
く
と
も
当
院
の
救
急
外
来
（
甘
楽
富
岡
地
区

唯
一
の
総
合
病
院
な
の
に
）
を
見
る
限
り
ま
だ
周
知
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
自
分
の
薬
の
名
前
を
言
え
る

方
で
も
平
成
30
年
西
日
本
豪
雨
災
害
の
よ
う
に
、
突
然

着
の
身
着
の
ま
ま
で
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
医
療
に
参
加
す
る
第
一
歩

と
し
て
、富
岡
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
「
安
心
カ
ー
ド
」

の
準
備
を
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

追
加
：「
京
都
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
作
る
会
」

（http://kyoto119kitto.com
/

）
で
は
自
宅
だ
け
で
な

く
、
外
出
用
の
キ
ッ
ト
作
成
方
法
な
ど
も
書
か
れ
て
お

り
、
外
出
先
で
倒
れ
た
場
合
な
ど
「
安
心
カ
ー
ド
」
を

ご
自
分
で
進
化
さ
せ
る
事
も
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

平
成
23
年
3
月
11
日
と
聞
け
ば
未
曽
有
の
被
害
を

我
が
国
に
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
が
脳
裏
に
浮
か

ぶ
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
富
岡
総
合
病
院
の
災

害
援
助
チ
ー
ム
5
人
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
南
三
陸
町
に

応
援
に
行
き
、
志
津
川
中
学
の
教
室
で
被
災
者
の
方
々

と
接
し
ま
し
た
。
停
電
の
夜
「
お
ば
ん
で
す
。」
と
い
う

挨
拶
を
か
わ
す
風
景
が
温
か
く
も
強
い
東
北
人
生
活

を
感
じ
感
心
し
ま
し
た
。
し
か
し
他
方
感
心
で
き
な
い

事
も
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
薬
名
を
私
達
に
説
明
で
き

る
患
者
さ
ん
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
の
で
す
。
南
三
陸

町
で
は
地
域
医
療
の
要
だ
っ
た
志
津
川
病
院
が
津
波
で

破
壊
さ
れ
た
結
果
、
カ
ル
テ
も
流
さ
れ
て
し
ま
い
調
べ

よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
が
自
分
の
治
療
薬
を
知
ら

な
い
と
、
同
等
な
薬
効
を
期
待
で
き
る
お
薬
を
災
害
現

場
で
見
繕
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
支
援
物
資
の
中
に

は
同
種
同
効
薬
は
あ
っ
て
も
、
全
く
同
じ
名
前
の
同
じ

薬
は
入
手
で
き
な
い
の
で
す
。「
血
圧
の
白
い
粒
の
薬
が

朝
1
回
、
粉
の
薬
が
毎
食
後
3
回
、
そ
れ
に
塗
り
薬
と

目
薬
が
欲
し
い
。」
そ
ん
な
具
合
で
途
方
に
く
れ
ま
し

た
。
し
か
し
そ
れ
は
東
北
だ
け
の
問
題
な
の
で
し
ょ
う

か
？
い
い
え
、
富
岡
の
私
の
外
来
患
者
さ
ん
に
聞
い
て

も
南
三
陸
町
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
の
で
す
。

お
医
者
さ
ん
で
扱
う
薬
は
ど
の
く
ら
い
種
類
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
。
平
成
30
年
7
月
1
日
現
在
、
厚
労
省
に

薬
価
収
載
（
保
険
診
療
に
用
い
ら
れ
る
医
薬
品
）
さ
れ

て
い
る
品
数
は
1
万
6
千
程
度
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
み
る
と
降
圧
剤
先
発
品
が
2
7
9
件
、
後
発

品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
）
が
1
6
4
8
件
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
も
沢
山
あ
る
の
で
す
か
ら
「
血
圧
の
白
い
粒

の
薬
が
朝
1
回
」
の
情
報
だ
け
で
、
今
ま
で
飲
ん
で
い

た
薬
に
巡
り
合
う
偶
然
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
よ
ね
。

と
こ
ろ
で
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を
ご
存
知
で

す
か
。一
人
暮
ら
し
世
帯
で
、
緊
急
時
に
救
急
隊
員
が

迅
速
な
救
急
活
動
を
可
能
に
す
る
道
具
で
す
。
も
と
も

と
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
で
数
十
年
前
か
ら
始

め
ら
れ
、
現
場
で
有
効
で
し
た
。
平
成
19
年

（
2
0
0
7
年
）
明
治
学
院
大
学
の
岡
本
多
喜
子
教
授

が
W
H
O
会
議
で
こ
の
仕
組
み
の
す
ば
ら
し
さ
を
知

り
、
東
京
都
港
区
で
平
成
20
年
5
月
か
ら
開
始
し
た
の

が
我
が
国
で
の
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
全
国
の
自
治
体

に
普
及
し
、
群
馬
県
内
で
も
渋
川
市
、
沼
田
市
が
65
歳

以
上
の
独
居
老
人
や
老
人
だ
け
の
世
帯
、
身
体
障
害
者

な
ど
を
対
象
と
し
て
キ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
当

地
区
に
も
似
た
仕
組
み
が
な
い
か
私
の
外
来
患
者
さ
ん

に
尋
ね
た
と
こ
ろ
ち
ゃ
ん
と
あ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
富
岡
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
に
、「
救
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
と
同
じ
機
能
を
も
っ
た
「
安
心
カ
ー

ド
交
付
事
業
」
が
6
年
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

平
成
24
年
の
富
岡
市
広
報
に
写
真
付
き
で
こ
の
事
業
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tom
ioka-syakyo.bz-offi

ce.net/index
.htm
l

）
に
は
対
象
者
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
地
区
よ
り
も
対
象
者
は
広
く
、
そ
の
機
能
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
と
同
じ
で
す
。

す
な
わ
ち
緊
急
連
絡
先
・
持
病
・
か
か
り
つ
け
医
、
お

薬
手
帳
や
保
険
証
の
コ
ピ
ー
・
顔
写
真
添
指
示
、
そ
し

て
玄
関
先
に
貼
る
赤
い
「
安
心
カ
ー
ド
シ
ー
ル
」
が
同

封
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
赤
シ
ー
ル
を
救
急
隊
が
気
付

き
や
す
い
玄
関
先
な
ど
に
貼
り
、
カ
ー
ド
本
体
の
筒
を

冷
蔵
庫
の
中
や
外
側
に
セ
ッ
ト
（
1
0
0
円
シ
ョ
ッ
プ
で
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風
邪
を
引
い
て
抗
生
物
質
を
も
ら
い

に
病
院
を
受
診
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
風

邪
の
原
因
は
、
80
〜
90
％
が
ウ
イ
ル
ス

感
染
と
い
わ
れ
て
お
り
、
残
念
な
が
ら

ウ
イ
ル
ス
に
は
抗
生
物
質
は
効
き
ま
せ

ん
。
抗
生
物
質
は
細
菌
に
対
し
て
効
果

の
あ
る
も
の
で
す
が
、
不
適
切
な
使
用

に
よ
り
、
そ
の
抗
生
物
質
が
将
来
効
か

な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
効
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
抗
生

物
質
の
代
わ
り
に
な
る
新
薬
が
多
く
開

発
さ
れ
れ
ば
問
題
な
い
で
す
が
、近
年
、

そ
の
開
発
は
滞
っ
て
い
ま
す
。
今
、
日

本
だ
け
で
な
く
世
界
中
で
「
抗
生
物

質
の
効
か
な
い
菌
」＝「
耐
性
菌
（
薬
剤

耐
性
菌
）」
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

薬
剤
耐
性
菌
が
増
え
る
と
、
抗
生
物

質
が
効
か
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
今

ま
で
適
切
に
治
療
す
れ
ば
軽
症
で
治
っ

た
感
染
症
の
治
療
が
困
難
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
免
疫
力
の

弱
い
子
供
や
高
齢
者
な
ど
は
、
感
染
症

に
か
か
る
と
重
症
化
し
や
す
い
た
め
、

使
用
で
き
る
抗
生
物
質
が
減
る
と
、

命
に
危
険
を
及
ぼ
し
ま
す
。

こ
の
薬
剤
耐
性
菌
の
拡
大
を
防
ぐ
た

め
の
1
つ
と
し
て
、抗
生
物
質
を「
適

切
」
に
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

医
師
か
ら
内
服
す
る
よ
う
指
示
さ
れ

た
抗
生
物
質
を
、
症
状
が
良
く
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
自
己
判
断
で
中
断
し
た

り
、
1
回
に
服
用
す
べ
き
錠
数
や
服
用

す
べ
き
回
数
を
減
ら
す
と
、
十
分
な
効

果
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
不
適
切
な
使
い
方
を
す
る
と
新
た
な

耐
性
菌
が
出
現
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。薬
剤
耐
性
菌
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

医
師
や
薬
剤
師
の
指
示
を
し
っ
か
り

守
っ
て
、
抗
生
物
質
の
必
要
な
感
染
症

に
対
し
て
、適
切
な
量
を
適
切
な
期
間
、

服
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

当
院
で
は
、
本
年
「
抗
菌
薬
適
正
使

用
支
援
チ
ー
ム
」が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

医
師
、
看
護
師
、
臨
床
検
査
技
師
、

薬
剤
師
が
チ
ー
ム
と
な
り
、
抗
生
物
質

の
正
し
い
使
い
方
に
よ
っ
て
治
療
効
果

を
上
げ
る
手
助
け
を
行
っ
た
り
、
耐
性

菌
の
増
加
に
も
歯
止
め
を
か
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
皆
さ
ん
も
耐
性
菌
を
増
や
さ

な
い
た
め
に
も
抗
生
物
質
を
む
や
み
に

欲
し
が
ら
な
い
で
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

抗生物質が効かない
耐性菌とは？

薬剤部　若林 真弘

ウイルス
抗生物質の効果なし

細菌
抗生物質の効果あり
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7
月
26
日
（
木
）
午
後
5
時
30
分
〜

7
時
30
分
に
小
学
生
親
子
を
対
象
と
し

た
『
第
3
回
夏
休
み
病
院
探
検
』
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
『
病
院
探
検
』
は
、
病
院
の
仕

事
を
見
学
や
体
験
す
る
こ
と
で
、
子
供

た
ち
に
医
療
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

将
来
、
医
療
を
支
え
て
い
く
人
材
に
な
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
い
う
想
い
で
始
め

た
企
画
で
す
。
普
段
、
目
に
す
る
こ
と

の
な
い
医
療
機
器
を
見
学
し
た
り
、
一

部
の
機
械
は
さ
わ
っ
て
動
か
す
こ
と
が

出
来
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

今
年
度
は
、
小
学
校
1
〜
6
年
ま
で

の
児
童
と
そ
の
保
護
者
17
組
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

探
検
終
了
後
に
は
、
院
長
よ
り
修
了

証
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
リ
ニ

ア
ッ
ク
の
機
械
は
い
く
ら
な
の
？
」
と

答
え
に
く
い
質
問
か
ら
、「
救
急
車
は
何

台
く
る
の
？
」「
飲
み
薬
で
一
番
大
き
い

の
は
何
セ
ン
チ
？
」「
救
急
車
は
何
分
く

ら
い
で
来
る
の
？
」
と
夏
休
み
自
由
研

究
に
役
立
ち
そ
う
な
質
問
、「
勉
強
は
何

時
間
し
た
の
？
」「
何
で
お
医
者
さ
ん
に

な
っ
た
の
？
」
と
今
後
の
人
生
に
役
立

ち
そ
う
な
質
問
な
ど
、
沢
山
の
質
問
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。今

後
も
、
楽
し
い
企
画
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
参
加
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

薬
剤
部　

副
部
長　

福
澤
悦
子

参
加
者
は
4
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
薬
局
（
調
剤
室
）、
検
査
室
、
放

射
線
治
療
室
、
高
気
圧
酸
素
室
の
4
つ

の
部
門
を
廻
り
、
探
検
隊
と
し
て
様
々

な
見
学
や
体
験
を
し
ま
し
た
。

○
薬
局
（
調
剤
室
）
は
、
今
年
度
初
め

て
紹
介
し
た
部
門
で
す
。
3
種
類
の
機

械
を
子
供
た
ち
が
操
作
し
、
薬
を
調
剤

す
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

○
検
査
室
は
、
例
年
好
評
の
超
音
波
検

査（
エ
コ
ー
検
査
）の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

希
望
者
は
、
自
分
の
心
臓
の
動
き
を
、

エ
コ
ー
画
像
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
放
射
線
治
療
室
で
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
に
入
れ
た
文
房
具
を
C
T
検
査
装

置
に
か
け
、
立
体
的
な
画
像
が
で
き
る

ま
で
を
見
学
し
ま
し
た
。

○
高
気
圧
酸
素
室
で
は
、
高
気
圧
酸
素
装

置
に
入
っ
て
み
る
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

第3回

夏休み
病院探検
を開催しました。

高気圧
酸素装置に

入ってみました

ひとりひとりに
修了証を
渡します

薬剤部で粉薬
を

量っているとこ
ろ

エコーを
お友達に
当ててみる

グミを薬に
みたてて

包装しました

興味
しんしんの
様子！
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患者さんは、病気に伴う痛み、だるさなどのさまざまな症状や、気持ちが落ち込むなどの心のつら
さを経験します。「緩和ケア」は、体や心のつらさをやわらげるためのケアです。緩和ケアは終末期の
ケアではありません。つらい症状を治療中だから仕方ない、病気が良くなるまで待つしかないなど、
我慢する必要は決してないのです。つらいことが緩和されれば、穏やかな日常生活を送ることが可
能になります。入院中の方も、外来通院しながら自宅や施設等で生活されている方も、病気の治療と
一緒に緩和ケアを受けることができます。
緩和ケアチームは、体や心のつらさを和らげる医師、看護師、薬剤師などの多職種で構成される
チームです。緩和ケアについての資格を持つスタッフが、より専門性の高いケアを提供しています。ま
た、患者さんやご家族の体や心のつらさを和らげることはもちろんですが、主治医の先生には言いに
くいことや病気、治療以外の相談にも応じます。患者さんだけでなく、ご家族も遠慮せずに相談して
ください。患者さんとご家族との対話を通して、自分らしい生活が送れるように支援していきます。

緩和ケア外来や緩和ケア病棟に関する問い合わせや療養中のご相談を

電話でもお受けしますので、以下の連絡先まで、お気軽にご連絡ください。

公立富岡総合病院　緩和ケアチーム看護師　小池

0274（63）2111（代）

緩和ケアチームの紹介緩和ケアチームの紹介
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職場紹介
3A病棟

3A病棟は、主に外科・泌尿器科・消化器科・内科を中

心とした混合病棟です。

外科・泌尿器科では特に手術を受ける患者さんが多く

入院されています。スタッフ総勢で35名です。皆明るく、

フットワークが良いのが特徴です。

予定手術・緊急手術・化学療法の他、入退院数が20名を超える日もあり、め

まぐるしい日々の業務ですが、コミュニケーションを大切にして、患者さんの安

全を第一に看護を行っています。

また、日々の看護を行う中で、患者さんの手術に対する不安の軽減や退院後

に困らないよう、生活背景や個別性を考えながら看護を行っています。処置な

どを覚えて帰る患者さんも多くいらっしゃるので、医師、看護師、薬剤師、リハビ

リ、医療相談員と連携を取りながら、患者さんやご家族の方と関わっています。

このように、目まぐるしい日々ではありますが、3A病棟のお母さん的存在の

マネジャーのもと、今後もより良い看護を提供するためスタッフ一同笑顔で頑

張っています。
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公立富岡総合病院 健診センター 市民公開講座

～健康は姿勢から、自分の姿勢をチェックしよう～
「体と心の姿勢を見直して、健康長寿を目指しましょう」

開催日時 平成30年10月28日（日）
午前9時～正午

実施場所 健診センター

参 加 費 無料
定　　員 30名（申し込み順）

＊当日は動きやすい服装・靴で来てください。　＊当日の血圧が高めの方は、できない測定があります。

９時～受付開始 体験①「体力測定」

10時～ 講座①「健康寿命」
講座②「体の姿勢を保つ筋肉・食事・生活習慣」

10時35分～ おやつタイム

10時45分～ 体験②「椅子でできる運動」
講座③「心の姿勢を保つヒント」

11時30分～（希望者） 『健康相談コーナー』保健師・看護師がお答えします

第4弾

知って得する健康教室

当日の予定

申し込み・問い合わせ先

公立富岡総合病院 健診センター Tel.0274-63-2111 上田まで
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地域医療連携だより

公立富岡総合病院 地域医療連携課
TEL.0274-63-2111　FAX.0274-64-1406
E-mail　msw2005@tomiokahosp.jp

お問い合わせ先

地域がん診療連携拠点病院強化事業

公立富岡総合病院 市民公開講座

～The price of life～ 『命の値段』
JA甘楽富岡ヴァンヴェール（群馬県富岡市富岡2638-1）

講 師 國頭 英夫 先生
日本赤十字医療センター化学療法科部長

2018年11月9日（金） 開演：18時30分～20時日 時

場 所

参加費無料申し込み不要
どなたでもご参加いただけます 

 1961年 鳥取県生まれ
 1986年 東京大学医学部卒業
 1990年 横浜市民病院
 1996年 国立がんセンター中央病院
 2009年 三井記念病院
 2014年 日赤医療センター 

主催：公立富岡総合病院　協力：富岡甘楽介護支援専門員連絡協議会

講師
紹介


